
本
書
の
特
色

　

こ
の
本
は
、
中
学
３
年
生
の
夏
休
み
ま
で
の
学
習
内
容
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
テ

キ
ス
ト
で
す
。

　

各
課
と
も
、
最
初
の
２
ペ
ー
ジ
の
ポ
イ
ン
ト
と
例
題
で
重
要
な
内
容
を
お
さ
え
、

次
の
２
ペ
ー
ジ
の
演
習
問
題
で
実
力
を
定
着
さ
せ
る
…
と
い
う
流
れ
に
な
っ
て
い
ま

す
。
ま
た
、
語
句
・
文
法
も
読
解
問
題
と
並
行
し
て
学
習
で
き
ま
す
。
一
課
に
一
枚

の
別
冊
確
認
テ
ス
ト
が
つ
い
て
い
ま
す
。
各
課
の
理
解
度
チ
ェ
ッ
ク
に
役
立
て
て
く

だ
さ
い
。

　

講
習
準
備
テ
ス
ト
を
使
用
す
る
こ
と
で
、
講
習
を
受
け
る
前
の
実
力
を
チ
ェ
ッ
ク

す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
最
後
に
は
、
総
合
確
認
テ
ス
ト
で
学
習
の
成
果
を
確
認
し

ま
し
ょ
う
。
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本
書
の
使
い
方

•
ポ
イ
ン
ト
・
例
題
…
… 

そ
の
課
で
学
習
す
る
内
容
と
基
本
的
な
問
題
を
取
り
あ
げ

て
い
ま
す
。

•
演
習
問
題
…
… 

ポ
イ
ン
ト
・
例
題
で
学
習
し
た
内
容
を
も
う
一
度
確
か
め
る
た
め

の
演
習
問
題
で
す
。「
思
考
力
問
題
」
に
は
◎
を
つ
け
て
い
ま
す
。

•
語
句
・
文
法
問
題
…
… 

読
解
問
題
が
一
課
終
わ
っ
た
ら
、
語
句
・
文
法
問
題
も
一

回
分
取
り
組
む
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

•
総
合
問
題
…
…
本
書
の
総
ま
と
め
の
問
題
に
な
っ
て
い
ま
す
。
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ポ
イ
ン
ト

　　

さ
ま
ざ
ま
な
資
料
の
特
徴
や
内
容
を
読
み
取
る

　

⑴　

ど
の
よ
う
な
資
料
を
使
っ
て
い
る
か
を
と
ら
え
る
。　

　
　

・
表
・
グ
ラ
フ
・
ポ
ス
タ
ー
・
新
聞
・
イ
ラ
ス
ト
・
写
真
・
地
図

　
　

・
ス
ピ
ー
チ
原
稿
・
案
内
文
・
実
用
文
（
説
明
書
・
規
約
・
メ
モ
な
ど
）

　
　
　

※
複
数
の
資
料
を
組
み
合
わ
せ
て
提
示
さ
れ
る
問
題
が
多
い
。

　

⑵　

資
料
の
特
徴
と
内
容
を
読
み
取
る
。

　
　

① 　

ス
ピ
ー
チ
原
稿
…
構
成
（
序
論
↓
本
論
↓
結
論
）
に
注
意
し
、
テ
ー
マ
や
話
し

方
の
工
夫
を
と
ら
え
る
。

　
　

②　

ポ
ス
タ
ー
…
見
出
し
、
タ
イ
ト
ル
、
標
語
、
図
な
ど
か
ら
内
容
を
押
さ
え
る
。

　
　

③　

新
聞
…
内
容
の
重
要
度
は　

見
出
し
↓
リ
ー
ド
文（
要
約
文
）↓
本
文　

の
順
。

　
　
　

・
要
点
は
見
出
し
や
リ
ー
ド
文
か
ら
、
詳
細
な
情
報
は
本
文
か
ら
読
み
取
る
。

　
　
　

・
挿
入
さ
れ
て
い
る
図
表
、
写
真
、
デ
ザ
イ
ン
か
ら
編
集
の
意
図
を
読
み
取
る
。

　
　

④ 　

案
内
文
…
案
内
の
対
象
に
対
し
て
、
情
報
が
わ
か
り
や
す
く
整
理
さ
れ
て
い
る

か
に
注
意
し
て
読
み
取
る
。

　
　

⑤ 　

実
用
文
…
全
体
を
見
渡
し
、
目
的
に
沿
っ
た
情
報
が
書
か
れ
て
い
る
か
を
つ
か

む
。

　
　

例
1

〇〇公
こう

園
えん

の利
り

用
よう

方
ほう

法
ほう

　ルールを守
まも

り、だれもがき

もちよく使
つか

えるようにしよう！

■利
り

用
よう

案
あん

内
ない

■
・ 施

し

設
せつ

ごとのルールを確
かく

認
にん

して
ください。
・ 野

や

球
きゅう

場
じょう

とテニスコートの使
し

用
よう

は申
もう

し込
こ

みが必
ひつ

要
よう

です。

■お願
ねが

い■
・ ごみはごみ箱

ばこ

に捨
す

てるか、持
も

ち帰
かえ

ってください。
・火

か

気
き

の使
し

用
よう

は禁
きん

止
し

です。

・項
こう

目
もく

に分けての説明。
・ 箇条書きで整理してい
る。

・ 幅広い年
ねん

齢
れい

の人が読む
ので、ふりがなを付け
ている。
・ 強調したいところは太
字。

↓

　　

表
・
グ
ラ
フ
の
特
徴
や
内
容
を
読
み
取
る

　

⑴　

表
・
グ
ラ
フ
の
特
徴
を
押
さ
え
る
。

　
　

・
見
出
し
…
調
査
内
容
や
対
象
を
押
さ
え
る
。

　
　

・
項
目
…
調
査
の
具
体
的
な
結
果
を
捉
え
る
。

　
　

・
数
値
…
項
目
の
数
値
の
大
小
の
比
較
、
時
間
的
推
移

　
　

・
グ
ラ
フ
の
種
類
に
応
じ
た
着
目
点

　
　
　
　

折
れ
線
グ
ラ
フ
…
数
量
の
時
間
的
推
移　

棒
グ
ラ
フ
…
数
量
の
比
較
や
順
位

　
　
　
　

円
グ
ラ
フ
・
帯
グ
ラ
フ
…
構
成
比
率

　

⑵　

表
・
グ
ラ
フ
の
内
容
を
読
み
取
る
。

　
　

 　

表
や
グ
ラ
フ
を
も
と
に
し
た
文
章
を
読
む
と
き
は
、
文
章
が
表
・
グ
ラ
フ
の
ど
の

部
分
に
注
目
し
て
い
る
の
か
を
考
え
、
適
切
な
情
報
を
読
み
取
る
必
要
が
あ
る
。

　
　

例 　

　

図
書
室
は
、
貸
出
冊
数
を
増
や
す
べ
き
だ
と
思
う
。「
貸
出
冊
数
を
増

や
し
て
ほ
し
い
」
と
い
う
要
望
が
最
も
多
く
、
そ
の
数
値
も
65
％
と
高
く
な
っ
て

い
る
か
ら
だ
。
↑
グ
ラ
フ
で
最
も
高
い
項
目
に
注
目
し
て
意
見
を
述
べ
て
い
る
。

2

文
章

A中学200人の図書室への要望　（複数回答）

貸出冊数を増やしてほしい

机、椅子などの配置の改善

貸出期間を長くしてほしい

調べものの相談の改善

図書情報の充実

蔵書の充実

0 20 40 60

65

57

30

18

10

15

(%)

見出し、調査方法
単位

数値（結果）項目

え
る
。

ト書
・問

題
に
注

ら
内文

）↓ら
読を

読さ
れ

を
つ

・

円
ググ

ラ目
し図

書い
」↑

グ

図書

65

見出 Sa
mp
le

mp
メ
モ
な
ど
）

な
ど
）

い
。

テ
ー
マ
や
話
し

テ
ー
マ
や
話

押
さ
え
る
。

え
る

の
順
。。

る
。る

。る

⑵

表
部
分
に

例例
や
し
て
ほ

や
し

い
る
か
ら
だ

る
か

文
章

回答）S法法 SSS単位単位SSaSaSaSS
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【発表原稿の下書き】 【資料Ⅰ】
　

あ
る
中
学
校
の
生
徒
会
で
は
、
駐
輪
場
の
使
用
に
つ
い
て
、
全
校
生
徒
の
前
で
発
表
す
る

こ
と
に
な
り
ま
し
た
。
次
は
、
そ
の
際
に
作
成
し
た
【
資
料
Ⅰ
】【
資
料
Ⅱ
】
と
【
発
表
原

稿
の
下
書
き
】
で
す
。
こ
れ
を
読
ん
で
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

□
⑴　

次
は
、
生
徒
会
が
調
査
で
出
た
意
見
や
要
望
を
ま
と
め
た
も
の
で
す
。

に
あ
て

は
ま
る
項
目
を【
資
料
Ⅰ
】の
Ｂ
〜
Ｅ
か
ら
一
つ
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

□
⑵　
【
発
表
原
稿
の
下
書
き
】の

ａ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
、【
資
料
Ⅰ
】を
も
と
に

数
字
を
示
し
て
具
体
的
に
書
き
な
さ
い
。 

□
⑶　
【
発
表
原
稿
の
下
書
き
】の

ｂ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
を
十
五
字
以
上
二
十
字
以

内
で
書
き
な
さ
い
。

□
⑷　

次
は
、【
資
料
Ⅰ
】【
資
料
Ⅱ
】と【
発
表
原
稿
の
下
書
き
】に
つ
い
て
の
話
し
合
い
で
出

た
感
想
、
意
見
、
修
正
案
で
す
。
適
切
な
も
の
を
す
べ
て
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

発
表
原
稿
を
読
む
と
き
、
は
じ
め
は【
資
料
Ⅰ
】の
Ａ
に
注
目
し
て
も
ら
う
よ
う
呼

び
か
け
、
途
中
で
Ｃ
に
も
注
目
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

イ　

発
表
原
稿
の
中
で
、
生
徒
会
の
意
見
を
提
示
す
る
と
き
に
は
、【
資
料
Ⅰ
】の
Ａ
、

Ｂ
、
Ｃ
の
結
果
に
注
目
し
て
も
ら
う
よ
う
に
す
る
と
よ
い
。

ウ　

意
見
と
要
望
に
取
り
上
げ
ら
れ
て
い
る
要
望
を
も
と
に
発
表
す
る
の
で
、
意
見
と

要
望
は
明
確
に
わ
か
る
よ
う
な
資
料
に
し
た
ほ
う
が
よ
い
。

エ　
【
資
料
Ⅰ
】は
折
れ
線
グ
ラ
フ
を
使
っ
て
数
値
の
大
小
を
示
す
と
、
登
校
時
間
の
混

雑
の
解
消
を
望
む
人
が
多
い
こ
と
を
よ
く
わ
か
っ
て
も
ら
え
る
。

オ　

登
校
時
間
帯
と
下
校
時
間
帯
を
示
す
表
、
ま
た
、
現
在
の
駐
輪
場
と
提
案
す
る
駐

輪
場
の
位
置
を
示
す
地
図
を
用
意
す
る
と
、
説
明
内
容
が
わ
か
り
や
す
く
な
る
。 Ｂ

⎣――⎡

⎦――⎤

「　
　
　

」
に
つ
い
て
出
た
意
見
・
要
望

・ 

自
転
車
を
駐
輪
場
の
奥
ま
で
入
れ
な
い
人
や
駐
輪
場
の
外
に
と
め
る
人
が
い

る
た
め
周
辺
の
通
路
が
狭
く
な
り
、
混
雑
を
よ
り
ひ
ど
く
し
て
い
る
。

・
生
徒
会
や
風
紀
委
員
会
が
駐
輪
場
を
見
ま
わ
っ
て
、
注
意
し
て
ほ
し
い
。

⎣―――――⎡ 
 

⎦―――――⎤

例 　
「
登
校
時
間
に
混
雑
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が
最
も
高
く
、
82

％
に
の
ぼ
っ
た
（「
登
校
時
間
に
混
雑
し
て
い
る
」
と
回
答
し
た
人
の
割
合
が

８
割
を
占し

め
、
最
も
高
く
な
っ
て
い
た
）

例

午

前

８

時

を

過

ぎ

る

と

一

気

に

混

雑

す

る

15

ア
・
ウ
・
オ

⎣――⎡

⎦――⎤

登校時間の駐輪場の混雑解消について
　生徒会では、学校生活をよりよいものにする取り組
みとして、先日駐輪場の使用について困っていること
をアンケート形式で調査しました。資料Ⅰはその結果
を示しています。ここから、 ａ ことがわかりま
す。つまり、登校時間の混雑がいちばん問題視されて
いるのがわかります。
　具体的にどのようなことに困っているか、調査時に
意見を書いてもらったところ、 ｂ こと、また、自転
車や体がぶつかる危険があることなどがわかりました。
　そこで、この問題を解決する方法を考えました。
　それは、一人一人がもう少し早く登校して登校時間
をずらすよう心がけることです。資料Ⅰを見ると、下
校時間の混雑を訴える人は 39％にとどまっているこ
とがわかります。これは、部活動の有無や各部活動の
終了時間がずれることなどで、下校時間が分散される
ためです。多くの部活が終わる午後 6時頃はやや混雑
するようですが、登校時間も分散されれば、混雑も緩
和されるかもしれません。しかし、下校時間が午後 3
時半～ 6時であるのに対し、登校時間は午前 7時 40
分～ 8時 20 分に集中しているため、ずらすのにも限
界があります。
　そこで、最もよい方法は、要望として出ているよう
に、駐輪場を増やすことだと考えました。現在は西側
入口横のみですが、東側入口にも駐輪場を設置するよ
う、学校に提案することを考えています。みなさんの
意見を聞かせてください。

「登校時間に混雑している」について出た意
見・要望
・ 登校時間が早いときは混雑していないが、午
前８時を過ぎると一気に混雑する。

・ 混み合っていて、自転車や体がとなりとぶつ
かりそうになる。

・駐輪場をいくつか増やしてほしい。

駐輪場の使用について困っていること

（複数回答可）

Ａ 登校時間に混雑している 82％

Ｂ
整
せい

頓
とん

されていない（列の乱
れ、場所を守っていない等）

51％

Ｃ 下校時間に混雑している 39％

Ｄ 駐輪スペースが不足している 25％

Ｅ ごみ等で駐輪場が汚れている 18％

Ｆ その他 05％

　
　
　
　
　
　
　

例
題

【資料Ⅱ】

と
【
発
表

【
発で

書

料
Ⅰ修

正読
むＣ

に
生し

てげ
ら

る
よ
う

は
折
れ
線

解
消
を
望

オ

登
校

⎣―

側
するよ

みな

間に混雑
要望

・ 登校

05

Sa
mp
le

mp□□□
⑷
□
⑷

次
は
、

た
感
想
、
意

た
感
想

アア

発
表
原
稿

発
表

び
か
け
、
途
中

び
か
け

イ

発
表
原
稿
の
中

発
表
原
稿

Ｂ
、
Ｃ
の
結
果
に

、
Ｃ
の
結

ウウ

意
見
と

意
見

要 mmp
le
につい

ときは混雑していないがは混雑していないが
ぎると一気に混雑する。気に混雑する。

合っていて、自転車や体がとなりとぶて、自転車や体がとなりとぶ
かりそうになる。なる。

・駐輪場をいくつか増やしてほしい。輪場をいくつか増やしてほし
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演

習

問

題

【
話
し
合
い
】

（
内う
ち

田だ

）　
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
」
に
つ
い
て
は
、〈
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〉
に
ま
と
め
ら

れ
て
い
ま
す
。
今
日
は
そ
れ
を
も
と
に
、
ご
み
問
題
の
現
状
に
つ
い
て
ほ
り
下
げ
て
考

え
て
い
き
ま
す
。
解
決
し
て
い
く
た
め
に
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
リ
サ
イ
ク
ル
し
て
ご

み
を
減
ら
す
こ
と
が
大
切
で
あ
る
こ
と
が
わ
か
り
ま
し
た
が
、「
分
別
回
収
」
の
現
状

は
ど
う
で
し
ょ
う
か
。

（
木き

村む
ら

）　
〈
グ
ラ
フ
〉
は
、
代
表
的
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
で
あ
る
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
率

で
す
。
二
〇
一
五
年
は
約
92
％
と
な
っ
て
い
ま
す
。
こ
の
二
十
年
で
指
定
さ
れ
た
方
法

で
分
別
し
て
捨
て
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て
い
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。
そ
れ
は
、

推
移
を
見
る
と
、

Ａ

と
わ
か
る
か
ら
で
す
。

（
内
田
）　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
回
収
率
は
良
い
傾
向
に
あ
る
よ
う
で
す
。
分
別
回
収
に
つ
い

て
は
、
一
九
九
七
年
に
容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施し

行こ
う

さ
れ
、
意
識
が
高
ま
っ
た
と

い
わ
れ
て
い
ま
す
。
た
だ
、
現
状
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
は
減
ら
ず
、
海
洋
プ
ラ
ス

チ
ッ
ク
問
題
は
深
刻
に
な
っ
て
い
ま
す
。〈
表
〉
は
、
今
後
ど
う
す
べ
き
か
を
調
査
し

た
結
果
で
す
。
み
な
さ
ん
は
、
ど
う
思
い
ま
す
か
。

（
草く
さ

野の

）　

は
い
。

Ｂ

と
い
う
意
見
が
最
も
多
く
、
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
。
こ
れ
は

　

あ
る
中
学
校
で
は
、
学
習
発
表
会
で
「
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
ご
み
問
題
」
に
つ
い
て
発
表
す
る

こ
と
に
な
り
、
グ
ル
ー
プ
で
話
し
合
い
を
行
っ
て
い
ま
す
。
次
の
【
資
料
】
と
【
話
し
合

い
】
を
読
ん
で
、
あ
と
の
問
い
に
答
え
な
さ
い
。

　
【
資
料
】

（内閣府「令和元年度　環境問題に関する世論調査」より
作成）
※令和 2年 7月よりレジ袋有料が義務化。

マイバッグを持参するなど、できる限り
レジ袋を受け取らない

56.3%

ポイ捨て・不法投棄はしない 53.1%
ルールに従って、ごみを正しく分別する 52.2%
できる限り使い捨てのスプーンなどの食
器・ストロー・おしぼり・アメニティグ
ッズを受け取らない

41.1%

マイボトルを持参するなど、使い捨ての
飲料容器（ペットボトルなど）をできる
限り使用しない

38.0%

リサイクル材や、植物を原料としたプラ
スチックなどを使った製品を積極的に選
ぶ

32.3%

路上などに落ちているごみを積極的に拾
う

24.5%

街中や海岸で行われる清掃活動に積極的
に参加する

18.2%

プラスチックごみ問題を悪化させないために、今後
どのようなことに取り組んでいきたいと思うか

〈表〉

〈グラフ〉

※回収率＝（市町村分別収集量＋事業系回収量）
　÷ペットボトル販売量

100
(%)

80

60

40
2001

44.1

61.1 61.7
69.3

77.4 79.6

91.3

ペットボトルの回収率の推移

92.4

03 05 07 09 11 13 15

（環境省「平成２９年　環境統計集」より作成）

(年)

プラスチックごみ問題
・ プラスチックを作るための化石燃料には
限りがある。

・ 包装容器など、使い捨てられるものが多
い。

・ 同じ種類のプラスチックを大量にきれい
な状態で回収することは難しくリサイク
ルがしにくいが、ペットボトルのリサイ
クル率は８割を超えている。

・ 燃やすと地球温暖化の原因となる二酸化
炭素が発生する。

・ 環境の中で自然に分解されることなくた
まり続けてしまう。

・ 街中に放置されたプラスチックごみは、
風雨で河川に入り、海に流れ出た結果、
「海洋プラスチック問題」の原因の一つ
となっている。

〈パンフレット〉

ラ
ス

今
解が

大
代
表92

％な
と
わ

ト
ル
の

九
九
七

い
わ
れ
て

と
【
話
し

査」より

化。

(

た結果、
の原因

Sa
mp
le

mp【
話
し
合

【
話（

内う
ち
う

田だ

）
れ
て
い
ま

れえ
て
い
き
ま

え
て
い

み
を
減
ら
す
こ

み
を
減
ら

は
ど
う
で
し
ょ
う

は
ど
う

（
木きき

村む
ら

）
〈
グ
ラ
フ
〉

〈
グ
ラ
フ

は

で
す
。
二
〇
一
五
年

で
す
。
二
〇
一

で
分
別
し
て

で
分
別
し

推
移 mm〈グララ
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第11課　情報

令
和
元
年
度
の
調
査
で
す
が
、
令
和
二
年
に
レ
ジ
袋
は
有
料
が
義
務
と
な
っ
た
の
で
、

意
識
は
さ
ら
に
高
ま
っ
て
い
る
よ
う
に
思
い
ま
す
。
ま
た
、

Ｃ

と
い
う
意
見
の

二
つ
の
項こ
う

目も
く

の
割
合
も
そ
れ
ぞ
れ
半
数
を
超
え
て
い
ま
す
ね
。

（
木
村
）　

僕
は
、〈
表
〉
の
街
中
や
海
岸
で
の
清
掃
活
動
に
関
心
の
あ
る
人
が
二
割
程
度
な

の
が
気
に
な
り
ま
す
。〈
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
〉
に
、
街
中
の
ご
み
が
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
問
題
の
原
因
に
な
っ
て
い
る
と
あ
る
の
で
、
自
分
も
清
掃
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
思

い
ま
す
。（
後
略
）

□
⑴　

Ａ

に
あ
て
は
ま
る
言
葉
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で

答
え
な
さ
い
。

ア　

二
〇
〇
一
年
と
二
〇
一
三
年
を
比
べ
る
と
、
一
・
五
倍
の
数
値
に
な
っ
て
い
て
、

二
〇
一
三
年
と
二
〇
一
五
年
は
ほ
ぼ
横
ば
い
で
あ
る

イ　

二
〇
〇
一
年
か
ら
二
〇
〇
三
年
を
比
べ
る
と
、
約
20
％
増
加
し
て
い
る
が
、
二
〇

〇
五
年
以
降
は
ほ
ぼ
数
値
が
変
わ
ら
な
い

ウ　

二
〇
〇
一
年
と
二
〇
〇
九
年
を
比
べ
る
と
約
20
％
増
加
し
、
二
〇
〇
九
年
と
二
〇

一
五
年
を
比
べ
る
と
も
っ
と
多
く
、
約
40
％
増
加
し
て
い
る　

エ　

二
〇
〇
一
年
と
二
〇
一
一
年
を
比
べ
る
と
約
35
％
増
加
し
、
二
〇
一
一
年
と
二
〇

一
五
年
を
比
べ
る
と
約
12
％
増
加
し
て
い
る

エ

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑵　

Ｂ

・

Ｃ

に
あ
て
は
ま
る
項
目
を
、
そ
れ
ぞ
れ
す
べ
て
書
き
抜
き
な
さ
い
。

□
⑶　
【
資
料
】
と
【
話
し
合
い
】
の
内
容
を
正
確
に
読
み
取
っ
た
う
え
で
発
言
さ
れ
た
意

見
と
し
て
最
も
適
切
な
も
の
を
次
か
ら
選
び
、
記
号
で
答
え
な
さ
い
。

ア　

容
器
包
装
リ
サ
イ
ク
ル
法
が
施
行
さ
れ
て
か
ら
四
年
経
っ
た
こ
ろ
に
ペ
ッ
ト
ボ
ト

ル
の
回
収
率
は
半
数
を
上
回
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
す
ね
。

イ　

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
リ
サ
イ
ク
ル
率
が
高
い
の
は
、
分
別
回
収
が
進
ん
で
い
る
か
ら

で
、
そ
れ
が
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
問
題
の
改
善
に
も
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。

ウ　

使
い
捨
て
容
器
を
使
わ
な
い
よ
う
に
す
る
と
い
う
意
見
が
約
四
割
あ
る
の
で
、
こ

の
意
識
が
高
ま
れ
ば
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
の
使
用
も
減
る
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

エ　

植
物
を
原
料
と
し
た
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
を
使
用
し
た
い
人
が
四
割
を
超
え
て
い
る
の

で
、
新
素
材
の
商
品
が
増
え
れ
ば
、
化
石
燃
料
の
節
約
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

Ｂ
⎣―――――⎡ 

 

⎦―――――⎤

マ
イ
バ
ッ
グ
を
持
参
す
る
な
ど
、
で
き
る
限
り
レ
ジ
袋
を
受
け
取
ら
な
い

Ｃ
⎣―――――⎡ 

 

⎦―――――⎤

ポ
イ
捨
て
・
不
法
投
棄
は
し
な
い　

　
　
　
　

ル
ー
ル
に
従
っ
て
、
ご
み
を
正
し
く
分
別
す
る

ウ

⎣――⎡

⎦――⎤

□
①　

河
川
が
氾
濫
す
る
。 

は
ん
ら
ん

⎣――⎡

⎦――⎤

□
②　

そ
の
判
断
は
妥
当
だ
と
思
う
。 

だ
と
う

⎣――⎡

⎦――⎤

□
③　

高
慢
な
言
動
を
戒
め
る
。 

い
ま
し 

め
る

⎣――⎡

⎦――⎤

□
④　

柵さ
く

を
隔
て
る
。 

へ
だ 

て
る

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑤　

矛
盾
し
た
話
。 

む
じ
ゅ
ん

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑥　

大
さ
じ
一い

っ

杯ぱ
い

の
サ
ト
ウ
。 

砂
糖

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑦　

渡
り
鳥
の
ム
れ
。 

群  　

れ

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑧　

複
数
の
コ
ウ
ホ
を
あ
げ
る
。 

候
補

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑨　

仏
像
を
オ
ガ
む
。 
拝  　

む

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑩　

コ
シ
ョ
ウ
の
原
因
を
探
る
。 

故
障

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑪　

ウ
チ
ュ
ウ
飛
行
士
に
な
る
。 

宇
宙

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑫　

シ
ュ
ク
シ
ャ
に
泊と

ま
る
。 

宿
舎

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑬　

コ
コ
ロ
ヨ
く
受
け
入
れ
る
。 

快  　

く

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑭　

努
力
が
ト
ロ
ウ
に
終
わ
る
。 

徒
労

⎣――⎡

⎦――⎤

□
⑮　

友
人
に
本
を
カ
す
。 

貸  　

す

⎣――⎡

⎦――⎤

が
二
割
程
度

が
、
海
洋
プ
ラ
ス
チ
ッ

清
掃
活
動
に
参
加
し
よ
う
と
思

切
な

五
倍

増
加

二
〇

一
⎣――⎡

イ
で
、使

い識
がを

原材
の

ト

。

⎦

補

――

□
⑫
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